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2002～2004年度 中期経営計画の振り返り
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2002～2004年度の損益推移
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20022002～～20042004年年 中期経営計画の振り返り中期経営計画の振り返り

2002～2003年度は順調に推移
2004年度は大幅減益

横ばい 2004年度未達成

最終年度で利益計画を下回った最終年度で利益計画を下回った
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最終年度（2004年度）収益悪化の主な要因

2002年度および2003年度の実績から収益体質が改善したと判断し、

2004年度は販売費を大幅に増額し、会員の獲得を図った。

しかし、商品力・媒体力が伴わず、売上増につながらなかった。

2002年度および2003年度の実績から収益体質が改善したと判断し、

2004年度は販売費を大幅に増額し、会員の獲得を図った。

しかし、商品力・媒体力が伴わず、売上増につながらなかった。

対前年

20022002～～20042004年年 中期経営計画の振り返り中期経営計画の振り返り

積極的な会員拡大策
を実行したが、会員獲
得計画に大幅未達

予定していた売上に届か
ず広告費・販売促進費を吸
収できなかった

原価率の高い事業の
シェアが拡大

広告費・販売促進費・
媒体費が増加

仕入原価率の上昇 ▲9億円

▲25億円

計 ▲34億円

他費用の削減 13.5億円

営業利益 ▲20.5億円

＋

売上総利益の減少
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2005～2007年度中期経営計画の
基本方針および重点戦略
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中期経営計画の基本方針

カタログ通販事業、特に20代後半から30代女性を
中心顧客とした既存分野については無理な売上
拡大は狙わず、収益力の強化に重点を置きます。

１．中核事業の
収益力強化

20代～40代への「顧客年齢層の拡大」と、イン
ターネット・店舗への「チャネルの拡大」による売
上成長を実現するため、積極的な投資を行いま
す。

２．成長分野への
積極投資

「すごくトキメク、とてもワクワク」をスローガンとし
て、お客様の心に響く「ベルメゾン」になるための
活動を全社員が徹底的に行います。

３．ブランド価値向上

中期経営計画の基本方針中期経営計画の基本方針
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重点戦略１ ＳＣＭの推進

①仕入リードタイム短縮による物流コスト低減・在庫の削減①仕入リードタイム短縮による物流コスト低減・在庫の削減

現在 2007年度
直接輸入取引 ６９日 → ４５日
国内間接取引 ３０日 → ２５日

現在 2007年度
直接輸入取引 ６９日 → ４５日
国内間接取引 ３０日 → ２５日

現在 2007年度
即時供給率（*1） ７３.３％ → ８５％
荷分れ率（*2） １３８.７％ → １３０％
在庫回転率 ５.９回 → ７回

現在 2007年度
即時供給率（*1） ７３.３％ → ８５％
荷分れ率（*2） １３８.７％ → １３０％
在庫回転率 ５.９回 → ７回

②輸入及び直接輸入取引の拡大②輸入及び直接輸入取引の拡大

現在 2007年度
輸入比率 ６０．８％→ ７０％
うち、直接輸入比率 １０．２％→ １５％

現在 2007年度
輸入比率 ６０．８％→ ７０％
うち、直接輸入比率 １０．２％→ １５％

（*1） 受注時に在庫があり、即時に出荷ができる比率
（*2） 出荷件数÷受注件数

重点重点戦略戦略
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重点戦略２ カタログ・ポジショニングの見直し

カタログポジショニングを見直すことで適正な顧客に適正な

カタログ配布を行い、媒体費を削減する（配布の効率化）

カタログポジショニングを見直すことで適正な顧客に適正な

カタログ配布を行い、媒体費を削減する（配布の効率化）

従来の政策従来の政策 問題点

事業部単位の
カタログ政策 カタログ間の“喰い合い”

個々のカタログ発行部数増加による媒体費用増
顧客から見たときの分かりにくさ

媒体単位での品揃え

問題点

当社の強みである「スペシャルカタログ」が活かしきれなかった

重点重点戦略戦略
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重点戦略２ カタログ・ポジショニングの見直し

今回、顧客目線で全社的にカタログのポジショニングを見直し、

今後も定期的に見直しを行っていく

今回、顧客目線で全社的にカタログのポジショニングを見直し、

今後も定期的に見直しを行っていく

重点重点戦略戦略
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重点戦略３ 顧客基盤を20～40代の幅に広げる

20 30 40 50 60 年 齢
（歳）

現在の

顧客基盤

（343万人）

コアユーザーである
30代を、40代で
つなぎとめる

コアユーザーである
30代を、40代で
つなぎとめる20代新規会員の獲得20代新規会員の獲得

2007年度 実効会員370万人の計画

重点重点戦略戦略
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重点戦略３ 顧客基盤を20～40代の幅に広げる

プチベルメゾン（2004.9月創刊）によって２０代
前半を中心に新規顧客を獲得

２００７年度までに２０代の顧客を約７万人増加
させる

モバイルコンテンツの拡充

２００６年に４０代をターゲットにファッション１誌、
リビング１誌の２媒体を創刊予定

２００７年度までに４０代顧客を１３万人増加
４０歳代

重点重点戦略戦略

２０歳代
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重点戦略４ インターネット売上６５０億に拡大

・ネット売上の拡大によりマーケティングコスト（販促費・媒体費）の
削減を図る

・ネット受注比率向上による受注コストの低減

・ネット売上の拡大によりマーケティングコスト（販促費・媒体費）の
削減を図る

・ネット受注比率向上による受注コストの低減
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重点重点戦略戦略



Copyright SENSHUKAI Co.,Ltd. All Rights Reserved.
CPCS041104

page 13

重点戦略５ 店舗事業の展開
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売上・収益貢献
商品ロス排除
ブランド価値向上
顧客サービス向上
新規顧客獲得

店舗としての自立
採算性の確立
店舗商品を通じたファン作り

カタログ会員の獲得
カタログを通じたファン作り

・2007年度30店舗で黒字化（本部費用含む）

・シナジー効果として店舗売上の約２割のカタログ売上を期待

・2007年度30店舗で黒字化（本部費用含む）

・シナジー効果として店舗売上の約２割のカタログ売上を期待

実験店舗での検証実験店舗での検証 ミッションを２つに絞り資源を集約ミッションを２つに絞り資源を集約

重点重点戦略戦略
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重点戦略６ 商品企画・開発力の強化

１アイテム当りの売上がピーク時の約２割減１アイテム当りの売上がピーク時の約２割減

商品開発担当者の業務を見直し、付加価値
業務に特化
仮説設定と仮説検証のプロセスを再構築
顧客の評価、意見を開発プロセスに活用
アイテム数の最適化

企画・開発力
の強化

企画・開発力
の強化

２００７年度までに１アイテム当たりの売上高を２割増２００７年度までに１アイテム当たりの売上高を２割増

重点重点戦略戦略
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重点戦略７ サービスの強化

主な強化目標主な強化目標

注文・問合せ注文・問合せ
問合せ～回答までの時間を短縮（電話３０分以内、メール２時間以内）
問合せを含めて日曜・祝日も夜９時まで対応

•あらゆる顧客接点をチェックし、強化目標を設定済み

•遅くとも２００７年度までに強化目標を達成する

•あらゆる顧客接点をチェックし、強化目標を設定済み

•遅くとも２００７年度までに強化目標を達成する

配送配送
注文から３日以内に商品をお届け（在庫あり商品）
お急ぎ便、期日指定配達、組立て設置サービスなどの付帯サービスを充実

支払い支払い 「代引き」による支払いを導入

その他その他 ギフト対応を強化（個別メッセージカード、選択型ラッピングなど）

重点重点戦略戦略
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2007年度 経営目標
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中期経営目標（連結ＰＬ）

54%＋3510065営業ＣＦ

370%

176%

167%

8%

伸び率

＋374710当期純利益

＋518029経常利益

＋508030営業利益

＋1221,6001,478売上高

増加額
2007年度
目標

2004年度
予想

単位：億円

経営目標経営目標
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営業利益率の主な改善項目

中期計画の重点戦略実施により営業利益率３ポイントの改善目標中期計画の重点戦略実施により営業利益率３ポイントの改善目標

04年度予想 07年度

総原価率低減 51.9 → 50.4%

物流関連費比率低減 15.1 → 14.4%

媒体費比率低減 14.6 → 14.0%

04年度予想 07年度

総原価率低減 51.9 → 50.4%

物流関連費比率低減 15.1 → 14.4%

媒体費比率低減 14.6 → 14.0%

経営目標経営目標
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＋0.7

＋0.6

＋0.2
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リードタイム短縮による
荷分れ率の改善

リードタイム短縮による
荷分れ率の改善

ネット売上拡大

カタログ配布の効率化

ネット売上拡大

カタログ配布の効率化
5.0%

3ポイント

の改善

3ポイント

の改善

輸入比率の拡大

在庫評価損の削減

輸入比率の拡大

在庫評価損の削減

2.0%

07年度

営業利益率

（目標）

04年度

営業利益率

（予想）
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中期経営目標（連結ＢＳ）

12,959
12,157

23,189

39,401

47,511

40,195
44,295

54,149

39,167

27,484

11,962

19,831

▲195
＋6,872

【
負
債
・
資
本
の
部
】
【
資
産
の
部
】

（百万円）

資本

固定資産

その他
流動資産

棚卸資産

現金預金

ROE 2.1% 8.9％

＋4,100

＋6,638

▲234

＋4,295

2004年度予想2004年度予想 2007年度計画2007年度計画

負債

経営目標経営目標
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株主への利益還元方針

・配当政策（2005年度より）

・・・公約年間配当性向 30％

・迅速な情報開示（IR活動の充実）

・・・中期経営計画の発表

・・・四半期決算・中間決算・本決算発表の早期化

２００４年度決算発表は２００５年１月２７日の予定（説明会は１月２８日予定）２００４年度決算発表は２００５年１月２７日の予定（説明会は１月２８日予定）
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